


























































































































































































































































































































































（William Wordsworth “Plain living, high thinking“）という言葉です。経団
連の元会長土光敏夫さんの座右の銘としてもつとに知られた言葉ですが、
「清貧の思想」の一つです。土光さんはあれだけのお金持ちなのに朝食の
おかずは目刺しだったということだそうですが、ことほど左様に、質素な
生活を旨とするが、精神的にはいと高きもの・ところを目指そう、という
ことです。高校生の頃この言葉を先生から教わって、とても感動し、今も
一番好きな言葉なのです。ただ、日本語では高い精神性を含意する「思い」
が英語でみると“thinking”なのがやや気になっています。日本語訳の方が
ずっと格調高いと思っております。しかし、天下のワーズワースがヘマな
英語を使うとは思えないですから、私の英語の力が不足していると考えた
93
またたく間に
方が妥当なのでしょうが、この場合の「思い」というのは上田敏のこの訳
が傑出していると同時に、大学時代の我が師がしばしば口にしたドイツ語
の”Sehnsucht”（憧憬・あこがれ）という言葉の方を連想します。「真理へ
の憧憬」という使い方ですから、上の「思い」にはこの方がずっと似合っ
ているようにも思えます。如何でしょうか。
　いずれにしても、心理学を卒業してもお金に縁がある生活はあまり望め
せんから、質素な生活を覚悟する代わりに、「高い理想あるいは高い志ある
いは高い精神性」を目指して、一人一人が豊かな人生を送って欲しいもの
と陰ながら祈っております。
